
2 0 1 1 年  3 月 1 1 日 •

; y 障 害 者 の 状 況 と «

了 浅 援 者 の 活 動 を 描 く」

劇 映 画

麹 台 の 一 つ は 、岩 手 県 陸 前 高 田 市 。高 台 に あ る共 同 作 業 所 「あ お ぎ り」 で は 、津 波 の 直 接 的 な 被 害 は

免 れ た も の の 、仲 間 の 一 人 を 失 って 落 胆 す る 利 用 者 た ち を 女 性 の 所 畏 が 励 定 し な あ 匂 、 • 日 も早 く障

書 の あ み 人 寸旧 常 を 取 り戻 せ る ・ 忙 一 歩 を 踏 み 出 そ うと して い た 。ま た 、全 国 障 害 者 ・ ッ トワ ー ク で

は 、更 京 、秋 田 、岩 手 、福 岡 な ど全 国 の グ ル ー プ が 連 携 して 支 援 活 動 を 始 め よ うと して い た 。そ ん 卷 矢

先 、 「障 需 者 が 消 免 た」 とい う情 報 が 入 って 戲 れ 多 くぬ 避 期 所 を ま わ っ て も 、障 害 の あ る人 の 姿 が ほ

• とん ど見 当 た ら な い とい うの だ 。

一 方 、福 烏 第 一 原 子 力 発 電 所 事 故 に よ って 避 難 を 余 儀 な くされ た 地 域 の 一 つ , 南 相 馬 市 で は 、避 難 で

きず 忙 新^ 残 さ れ て い る 障 害 の あ る人 の 存 在 を 知 っ た 共 同 作 業 所 「ク ロ ス ロー ドハ ウス 」の 代 表 らが 、

冒 ら の 手 で 澗 査 に 踏 み 切 る うと して い た , 被 災 地 各 地 !C 支 援 セ ン タ ー が 激 置 され 、次 点 と支 援 物 資 雄

送 ら れ 、全 国 咎 地 か ら 支 援 員 都 集 ま って あ え 。 し か し 、答 地 の 績 害 の あ る人 の 安 否 確 認 を 進 め る 中

で 、彼 ら 尤 立 ち は だ か る 障 壁 が あ っ た 。モ れ 牡 、個 人 情 朝 保 護 法 に よ っ て 明 示 され な い 、障 害 の あ る

人 の 情 報 だ っ た , 法 律 に よ って 守 ら れ 毒人 権 と、… 割 を 争 5 人 命 救 助 と の 狭 間 で 苦 し む 支 援 者 た ち 。

全 国 障 雲 者 ネ ッ トワー ク で は 、この 障 壁 を 打 ち 破 る 手 立 て を 摸 索 して い っ た 。

自 閉 症 啓 発 イ ベ ン ト

茅 ヶ 崎 塞 川 地 区 自 閉 症 児 • 者 親 の 会 バ リ ア フ リ ー 上 映 会

I 星 に 語 りて  ～ St a rry S k y ̃

上 映 日 : 2 0 2 0 年 1 2 月 1 8 日 ( 金 ) ・ 1 9 日 ｛土 ｝

会 場 : 1 8 日 ( 金 ) 1 9  : 0 0 ～ 2 1 ：0 0  ( 試 写 会 )

茅 ケ 崎 市 民 文 化 会 蛇 大 会 議 室

1 9  日 ( 土 ) 1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0

1 3 : 3 0 - 1 5 : 3 0

シ ン コ ー ス ポ ー ツ 寒 川 ア リー ナ 1 階 多 目 的 室

定 員 : 3 0 名 入 場 無 料 事 前 申 込 制 ( 先 着 順 )

申 込 み • 問 合 せ 先 く電 話 / TAI ) = 0 4 6 7 ( 7  4 ) 7 7 0 1 小 川 原

( 電 話 ) ：0 9 Q ( 8 4 7 8 ) 1 9 2 5 上 核

喪 バ リ ア フ リ ー ( 字 暮 • 副 音 声 有 ) 、 セ ン サ リ ー フ レ ン ド リ ー
( 光 ・音 刺 激 控 え め ) 上 映 で す 。

嫌 お 申 し込 » の 陽 に 、 新 型 コ ロ ナ ウ ィル ス 感 染 予 防 対 策 に つ

い て 説 明 さ せ て い た だ き ま す 。


